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対外的 な経済 活動 におい ては,一 ・国の経済 力は,他 国 と1く'らべた場合 の供給 側 ゐ競争 力の優劣 に ま
ト
って判断ざれ為ざ国際市場におけるこの供給側の競争力に最も強い影響ヲJを与xる もmは}他 国とく
らべ た場 合の一段 と高い投 資能 力であ る。 ・
ド～
この投 資は,通 常,つ ぎの二 つの グル ・Lプに分類で き る0旨'㌧
{11現存 の財貨 お よびサー ビスの生Yの い っそ うの効率化 のため の投 資。 このなかには,場 合に よ
っては,外 国で生産 される財 貨やサ ー ビスにたいす るもの も入れ て よいで あろ う。(合 理化 ・効
率化授資γ
② 新 しくまた急速 に改善 され る生産物 の発見や開発 のた めの投fsLO(開発投 資)
この うち,(1)のグル ープの投 資は国内お よび海外露場 たおいて,生 産性 の上 昇,し たが って市場条
件に変化がなければ価格の低下を可能にす為であろうし,②ゐグループの投賀の効果はもっと深遠な
ものがある。それによって市場における生産物が交代茸置換され∴そめ結果,こ の生産物の以前め生
産者 にたい して,'ドラステ ィックな価格'の引 ぎ ドげ,あ るいぼ ∴大規模 な生産 構造 の 変更 を強制 す
る。全体 と しては,対 外的にみ ると,こ の よ うな各種 の投資 の結果,海 外市場 におけ る競争 力は強 化
され,輸 出は拡 大す る,と いって よい。
では,この輸出の拡大と国内総生産の拡大にはどのような関連が存在するのか。本稿ではこの点に
ついて,理 論的 お よび政策的な若干 の問題点 をサ ーベ イす るこ とに ようで,海 外投 資につい て,と く
に技術革新 との関連を考察す る もので ある∵ ・・
ところで,輸出ゐ拡大と国内総生産との関係にういては,二つめ方向で接近するこ:とがでぎるであ
ろ う 。 ・ ・ 、 ・
第一は技術進歩のバイアスで表現 して問題を分析する考え方Zあ るfこの考s方 によれば;"技術優
位にあ る国は輸 出バ イアス を もち,こ れ にた い して,.'技術劣位 にあ る国砥輸λ セとパ イナスを もっ と乏
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に な る。
けれ ども,この考え方は,諸 国間に存在する重要な各種のちがいを一方における技術革新 国,他 方
における追随国のあいだのちがいとして とらえ,す べての技術革新国は輪1垂1バイアスをもつ もの とし
てい る ことに困難が あ る。
第 二 は・主 と して ヘ クシ ャー=オ ー リソ(Hekscher-Ohlln)モデル に もとず いた理 論 に よる考 え方
である。 これは,生 産要素の配在のちがいが比較生産費構造の変化をひきおこ し,これが貿易にどの
ように作用す るかを示す のである。 このタイプの理論は,一 次産品を生産す る国の工業化のプロセス
やそのインベ ク トの重要性一 それには資本ス トックの増加を含め ることが必要である一 の分析に
とっては,適 切な ものをもってはいるが,発 達 した工業国間の貿易を考察す る場合には,必 ず しも有
効ではないといえるであろ う。いずれに して も,これ らの考え方が有効であ るためには,な おい くつ
かP点を考露して綜合的に判断されな岐ればならないであろう。
では,国 内総生産 と輸 出活動 とは,相 互に独立 してい るのか。それ とも,後 者の拡大は前者の成長
「
を決定す るのか,あ るいはさ らに,前 者の成長は後者の拡大を決定するのか。
論点を以上のように三つに分けて問題点を考察 してゆこ う。
〔皿〕
まず第一に,国 内総生産 の成長 と輸出の成長 とのあいだには,基 本的には,関 数的な関係はない,
とする考え方があ る。ただ し,この場合には,輸 出は国内総生産の一要素を構成す るとい う明白な恒
等関係,お よび短期 のケインズ学派の乗数分析に よる国内総生産 と輸出についての同様の明白な関連
は除外 してお く。そ して,こ の考え方は,短 期の国民所得予測に関す る仮定であ り,広 く経済政策の
ためのガイ ドとして,政 策 当局に よって使用されている。分析的に も,輸 出は海外市場の動向に よっ
て規定 されるものと してコンスタントあるいは独立変数 としてともあっかわれている。 この ような考
え方においては,輸 出は,イ ソプリシティには枳対価格,(為替 レー トを含む)海 外需要 の 価格弾 力
性,.海外所得の成長率 さ らに輸出品にたいする海外の需要の所得弾力性等 によって決定 されるので
あ る 。 .
これ らの変数は実際には測定す ることはきわめて困難であるために,世 界貿易におけるシ 血アーの
変イ㌧につ いて の大 まか な推測 に よって予 測が なされ るので あ るが,こ の シ ェア ー こそ,主 と して上 述
の四つの要因に よって決定 され るのである。
さて,最 近の世界貿易において,あ る種の完全競争に近 い状態一一完全競争ではない一 が存在 し
ていると仮定すれば,ど こかあ る国,た とxぼ,イ ギ リスが製造工業品において世界貿易 の12%以下
の シェア ーを もってい るが,こ の ことはつ ぎの よ うに考 えれば特 別 に意外 な ことで はな くな る。 この
よ.うな仮寒 のもとでは,需 要 の価格弾力性は非常に大きくなるであろうし,イ ギ リスの輸出品にたい
する需要 の所得弾力性は,す べての世界の輸出品にたいす るそれ と同 じものになるであろ う。為 し,・
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為替 レー トが不当に高いならば,こ の ような状態においてはなにが生ず るであろ うか?お そ らく,
イギ リス の輸出 シェアーは,一 定 の タイ ム ・ラグを経 て,ゼ ロに まで低下 す るであ ろ う。 また,過 少
評価 された レー トの場合には,た とえば,西 ドイツやわが国が経験 した状態にあセはまるよ うに,イ
ンフレーションと放漫な経常勘定の黒字のあいだで不安定的な均衡が実現す ることになるであろう。
さ らに,適 切な レー トのもとにおいては,輸 出水準は輸入の動向によって設定され る比率で規定 さ
れ るであろ うb輸入動向は,自 立的な輸入性向と国内総生産の成長率に よって決定 される。 もし輸出
が輸入 とくらべて高す ぎるな らば,政 策当局は為替 レー トをインフレ』 トさせ,反 対に低す ぎるな ら
ば,為 替 レー トを デ フ レー トさせ るであろ う。
注意すべきことは,上 述の考え方においては,輸 出が国内総生産か ら独立 していることを仮定 して
考察を進めたのではあるが,政 策当局の決定によって,輸 出と国内総生産の両者は・終局的には輸入
の増加分 プラス意図された経常勘定 の黒字分 と等 しい割合で増大 してゆ くであろう,と結論すること
ができる場合があるとい うことである。
けれ ども,輸 出は国内総生産にたいする行動関数関係(限 界輸入性向等)か らは依然 として独立 し
ている。輸出財にたいする過少需要や超過需要は為替 レー トの変動に よって再評価されて しま うので
あ る。
もし為替 レー トがきわめて下方礫直的であるな らば,そ の反応は国際収支の赤字を確実 にもた らす
であろ う。 この反対に,為 替 レー トが きわめて上方硬直的であるな らば,そ こでは慢性的な国際収支
の黒字か,あ るいは均衡水準に近接 した国内価格水準を,結 果的にはイ ンフ レ的な成 り行きにもつて
ゆ くことになるであろ う。ただ,こ の場合には,為 替 レー トの過大評価あるいは過少評価のいずれの
ケースにおいて も,不均衡を もた らす要因が作用 しないな らば,発 生するであろ うとお もわれる動態
的なプロセスや結果については,直 接には分析されてはいないのである。
つぎに,固 定為替 レー トの場合,あ る一国における国内総生産の成長は,世 界貿易の拡大とその国
の輸出品にたいす る需要の海外の所得弾力性に依存 しているのである。同時にこのことは,そ の輸出
品にたいする海外の需要の所得弾力性が低い国は,そ の輸出の実行によって・国内経済の成長が外生
的に決定され る輸出にマ ッチす るように圧迫されることになるであろ う・とい うことになる。 したが
って輸入が,さ らに国内需要そ して国内総生産そのものが圧迫 されることになるであろ う。
国際貿易取引における完全な競争のモデル と一致 させて,伸 縮的な為替 レー トを仮定すれば・価格
弾力性が硬直性 をもたないな らば,輸 出は本国の国内総生産の成長に調整 されて しま う。 しか し・あ
る国の為替 レー トの引き下げの必然的なペースは,他 の事情が変化なければ・この国の輸出品にたい
」.
する海外の需要 の所得弾力性と他の諸国の輸出とのあいだの関係に依存 している。
けれども,こ の単純な一連の関係 と結果は,そ れ らがステ ィデ ィなすがたで出現す るとはいえない
のである。 このような考え方は,さ きに述べた ように,輸 出の拡大 と国内総生産の成長は有機的に関
連 を もっていな い,と 仮定 してい るのであ る。
けれどもジ この仮定が正 しいものではないとす るな らば,国 内総生産の成長の加速化は,輸 出にた
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い してこれ に と もな う一・定の結果 を もつ ことにな るであ ろ う。.
悲観的には,い っ,そう急速な国内総生産の成長は,.輸出の実行をいっそ う悪化 させて しま うことに
なる。 これは,囲 内の産出高を圧迫する。
また楽観的にみれば,い っそ う急速な国内総生産の成長が」産出高を圧迫することな しに達成 され
るべ きであるな らば,そ こではいつそ う急速な揮術変化を含むことになるなるであろ う。.
そのよ うな場合には,こ の技術変化は一方では・それ 自体で輸出競争力を 増 加 させ・また他方で
は 技術変化によっZもた らされた輸出品の需要g所 得弾力性を増加させ る働 きをもつのである。
こ うして,国 内総生産 と輸出の実行とは独立 しているとい う仮定は,分 析的には二つの側面か ら否
定され る結果 となる。 しか し,庖ちに問題になるの}ζ,輸出の拡大は国内総生産 の成母を 決 定 す る
か,ま た,こ れ と反対 に,園 内総生 産 り 成長 炉輸 出 の 拡 大を決定す るのか,と い うことであ る。・以
下,順 次にそれぞれり要点を考察 して㊥こう。
'
、
.
=
,〔血 〕
,
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まず,輸 出の拡大は国内総生産の成長を決定する,と い う見解をとりあげ よ う。 この見 解 に よれ
9ば
,。輸 出 の自立的 な加速的 増大は国 内総生産 のい っそ うの成 長を もた らす ことにな る。 この関 係は,
国民経 済 におけ る輸 出セ クタ「の拡 大か らろ ター トす る。 この輸 出セ クターが 大 きな ウ 手 イ・ト を 占
● ● ●
め,や がて国内でその拡大が制約されてくると(国内諸要因の事情一資源や原・材料および労働力等),
こり制約の解消は,』輸出セクターその ものの拡大ではな くて1全 体としての国内総生産の成長率を増
舶 させ る方向 にむか うであ ろ う。 、
つ ま りその プ ロセスは,輸 出 セ クターの拡大→輸 出 セ クターの投資 誘因の増加 牙一〉輸 出関連 セ クタ臼
の投資の波及的増大→資本/産 出高の増加率低下→国内成長率上昇である。
:この プロセスにおける国内総生産の引き上げは輸出セクターだけが先行 して発達す るよ うな発展途
(z;
上 国の経 済 におけ る不均衡成 長(unbalandedgrowth)に類 似 してい る。・
この タイ フ.のモデル の意義 につい ては一般 に よ く知 られ てい る ものであ るけれ ど も,こ の こ と.それ
自体はさ しあたっての本稿の中心的な問題ではない。 ここでとくにと りあげる点は,'輸出が 自立的に
● ● ● ●o● ● ひo● ・.
その拡大率を高めるに場合の輸出セクター自体におけ る規模の経済の可能性の増大であるdこ の種の
変化は,輸 出市場 にたい してだ けでは な.くて,国 内経済 にたい して も同 じよ うに,コ ス'トの低減 を生
み出すはずである。このような考え方については,.本稿の後段で再び検討を加えることにす るカ㍉ こ
oo● ■ ■ ● ■ ●
こでは,輸出向きの加工工場・設備等の建設産業(業者)は,通常は,巨 大な国内il暢に基礎 を置いてい
ること(3またアズ リ'カの電子工業が国内市場において急速に成長 しつつあ り,.これ と向蒔1と海ジト古島
14〕
におい ても,十 分 に よ く成 長 してい る とい うこ とが明 らか に され てい る,と い う事実だ けを示 してお
こう。輸出の販売高が発展の リーダーであるとい う可能性を,産 業別にあるいは製品鋼に実証的に検 ・
証す るqと はかな りの作業であるが,」ここでとりあげた ような高度の技術を必要≧する工業隼産物あ
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■ ● ● ■
るいはその設備等の建設にとつ.ては,輸 出の急速な成長は国内総生産の同様の急湾な成魚をひきおこ
÷とい う仮定は,高 度工業先進国の製品の市場の動肉を考慮す ると,と くに,一 方的に断定できると
は必ず しもい えない部分 を もってし.・るの であ る。
つ ぎに,国 内総生 産の成長 は輸 出の拡大 を決定す るか,と い う問題 に移 ろ う。.・. ,
〔1}た と え ば,W.Beckermanandassociates,TheBritishEconomyin1975・ChaperII・CambrldgeUni・
versityPress,19G5参 照 。
〔2)・・一シ ュマ ソ,小 島清監修 ・麻 田四郎訳 「経済発展 釧 浅略 」(1958年)第一 章参照..経済 発展 の 先頭に立
つバン ド。ワゴンの活動開始が資本 ・企業者精神,そ の他のあらゆる'(成長のための)「前提条件」.を予想
以上にはず みをつけ るので ある。 この バン ド・ワゴンを輸出 セ クターだけ とみ るケ ースであ る。
{3)C.F,cem、n、nd、 ・…i・ …,・Ch・mica1P…e・sP1・nt;Im・vati…nd・k・W・ ・1・臨 ・k・t'Tati・n・1
InstituteEc。nomicReview,Augast196,参 照 。
〔4}S.1-lush,LocationofIndustryandIhternationdCompetitivサness,10xfordUniy壁r『ityPress,19b7参
照 。
'」 ζ
〔N〕 幽
国内総生産の成長が輸出の拡大を決定するとい う前節の方向とは反対の考え方 の大要は,高 水準の
国内需要およびその増加は,輸 出市場の拡大をも'たらす期待を生み出す とい うことであるQこ の見解
の最 もナイ ーブな説 明は,た と・えば,国 内市場 におけ る制約 にたいす る自動車 製造業 者(企 業)、の動,ω
向に見出され る。 この仮定のいわば間接的な検証 も示 されているO・,
けれ ども,こ の よ うな考 え方が もってい る因果 的関係 の メカ ニズ ムは,は た し.て説得 的 な競闘 を提
供するであろ うか。簡単な例をあげていま少 しこの考え方を整理 してみ よう。
まず,工 業 品 の製 造業者 は国内に おいて 自分 の市場 の シ ェアー.を維 持 しよ うと期 待す るが ・'1その シ ・
エアーを著 しく増加 させ ようとは期待 しないか も知れない。これは部分的にはジ この製造業者はかれ
の競争相手が,自 分を含めてその市場のシェアーの維持に基礎を置 く市場戦略 を所有 してい る,と い
うことを知っているか らであ る。たとえば,こ の製造業者の輸出額が産出高の30%であ り,こ の割合
は,海 外市場の動向の理解あるいは無理解の程度,さ らに海外市場の管理あるいは管理 の及ばない程・
度に よって規定 され る海外市場 の大 き さか ら見 て,.適当な割 合であ る と'みな してい る'と;しホう。 こり.
場合には業者の生産能力の増加は,・む しろ残 りの70%,つま・り国内市場における売上げの増加の期待
によって制約 され るであろ う。 も しまた,た とxぽ10年間でその岬内市場における売上げがal吝にな
るとすれぽ,こ の業者は輸出額 ち同 じように2倍 になることを望むでibろう0この場合には国内市場
.,
の動向が輸 出を規定 す る,と い うこ とにな る。
けれども,こ のようなことはあ くまで も人為的な単純なメψ ニズムでありギその硬直的な一定の輸
出割合の仮走筆・問題の分析にとつ、ては不十分である。時間ρ軽過に まる諸情淘り変化 もあ る越ず で
あるし,そのよ うな変化がなにに依存す るものであるか も重要である。さ らに,輸 鵬の割合一 ここ・
ではβ0%止したがr一 は・為替 セー トや比較生産費1縫輩によって変化 して くる・ したが っ.てFれらの
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要因によって,輸 出額も変化 して くる し,そのため海外市場は市場 として大き くもな り,小 さ くもな
り うる。
いま海外市場の適当な成長率やその所得弾力性が推定され,総輸出販売高が年あたりX%で増大
し,国内市場の予定 される成長率が同様にY%と しよう。 この場合二つのケースが考えられる。
{1X>Yの ケ ー ス
国内企業の成長能力はY%ま でに制限 される。前述の仮定によれば,そ の輸出割合は30%以上に
拡大す ることはゆるされないであろ う。
(2Y>Xの ケース
企業の生産能力はY%で 成長する。そ して30%の輸出割合を維持す るための努力がなされるであ
ろ う。 た とえば,そ れ は価格 の引下げ等 に よってな され る。 この ケースにおい ては,海 外販売 高 踏
輸出はX%の 成長率 よりも早 く増大す ることになる。
国内総生産の成長が輸出の拡大を規定す るのは,こ の② のような特殊なケースにおいて,ま さにご
ミ
の意味においてであ る。
けれ ども,これは総売上高の通常 の割合を海外市場ヘ プッシュす るために,輸 出に ドライブをかけ
る動向に依存 してい る。短期的には国内産出高は輸出販売高と競合す ることにな る。 もし,国内総生
産の成長が輸入の増加 を 必然的にともない,国 際収支に赤字 が 発生 し,あるいはそのおそれがあれ
ぽ,政 策当局は国際収支の困難をとり除 くための政策を実施する。そのことは結果的には国内総生産
(2
の抑制 とな るで あろ う。
その ような事情が考慮 されるとして も,こ こでは国内総生産の成長か ら輸出の拡大ヘーつの因果的
関係が存在す るであろ う。それは,と くに高度の技術を必要とする工業生産物の国内における生産の
増大 とその輸出の拡大についての関係に見出され るのである。 この ような種類の新製品の開発はすべ
ての国において同時的におこなわれるものではない。多 くの場合において,こ れ らの新製品が導入 さ
れ る主要な理由は,国 内市場において,あ るいは この種の新製品が受け入れ られ る海外市場において
も,一定期間にわたって,関 係の企業は独占 もしくは準独占的な地位を達成することを希望 している
ためである。 したがって,こ の期間中に輸出がお こなわれている原因は,以 前か ら存在 している比較
生産費構造の相異に よって輸出がおこなわれ ることとは関係がない とい うことができる。 そ して ま
た,国内市場におけ る新製品の開発,したがってまたそれを可能 とす る条件である技術進歩や技術革新
によって,本 国におけ る国内総生産 の成長のプロセスがこれ らの技術進歩の継続を可能としているか
(3)
ぎりは,経 済成長の結果はその新製品について輸出がつねに発生す る原因を開発 してゆ くのである。
これ と同様 の考 え方 は,R。 ヴ ブーノ ソ(R.Vemon)の新製 品の ラ イ フ ・サ イ ク ル(Product
Life-Cycle)にもとず く企業 活動の 国際 化 の理論 の 展 開 のなかにおい て も示 め され てお り,経 験的 に
(a)
も実証 されつ つあ る。 一
さ らに,・ヨ 一 口ッ終 とアメ リカとのあいだに存在す るといお れ る技術 ギ ャップ(technologicalgap)
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について分析す る多 くの見解は以上の見解 とオτバーラップす るものを含んでい る。
そ してこの種の仮定は,国 内市場の成長 と輸出の拡大とのあいだの上述の関係の構造に置 きかえ る
ことが で き る。 つ ま り,製品 は国内に おい ても時 間 の経 過に おいて 同質 ・均一 では ない。 これ らは変 化
してゆ く。そ して,よ り新 しく改良された製品は手近 の輸出市場に販売され てもゆ く・それ にもかか
わらず,新 製品の ジェネレイシ ョソの割合は緩慢な場合 もあるか もしれないが・それは依然 としてド
国内総生産の成長に相関的に結びつけ られてい る。 したがって輸出販売が成功するか否かは国内市場
の成長に依存す るであろ う。
たとえば,急 速に国内経済が成長す る西 ドイツは,緩 慢に国内経済が成長するイギ リスよりも,い
●
っそ う新 しい各種の製品を生産 している。
㈲
そ して,こ れ らの製 品は ア メ リカ市 場で高 い需 要 の所 得弾 力性 を もってい る。 けれ ども,も しイギ
リスが も っと急速 に成長す るこ とに成 功す るな らば,上 述 の仮定 にお いては,イ ギ リスは もっと新 し
い製品を生産す ることができるであろ うし,しか もそれが輸出された場合に,需 要の所得弾力性は改
良され ることにな るで あろ う。
ところで,国 内総生産の成長が輸出の拡大を決定す るかとい う問題について,以 上のような考え方
に よって示 され る よ う・な プ ロセ スは果 して適切 な解 答 とい え るか ど うか。 い ま少 しこの点 につ いて,
技術革新が国際貿易や海外投資に与える効果に焦点をあわせて検討する必要がある。
このためには,生 産物や生産過程におけ る技術革新が貿易を規定す る通常のすべての説明要因一
生産諸要素の配在,規 模の経済,市 場の不完全性等 々一 とは独立 して,貿 易の原因を実質的に生み
出す ことがで きる。 とい うこ とを論 証す ることが必要 であ ろ う。
{1)G.C.Hufbauef,SyntheticMaterialsandTheTheoryofIntemationalTrade,Duckworth,196Eに
おけ る見解はこの方面の一つの典型である。
〔21この事情については拙稿r国 際収支の調整についで 一一調整政策における財政と金融 」明治大学 社
会科学研究所紀 要No.10,1962年3月を参照 。
(3.M,V.P。 、n,・,1・i・…t董 …IT・ ・d・ ・ndTech・ 玉ca互Ch・ng・,0・f・ ・dE・ ・n・ ・ni・P・ess,1%1参 照 ・
〔4}R.V・ 一,・1・ …n・ti… ロnv…m・n・ ・ndI・t・ ・n・ti・n・1T・ad・i・ ・h・P・ ・ductCy・1・・'Ω ・・鰭1y
JournalofEconomic=,May1%6.
な お,ヴ ァー ノソの見 解の意義 につ いては,山 崎 清 「国際経営入 門」(1962),日本経済 新聞社:,第1章 に
くわ しく紹介されている。
{5〕H.S.HauthakerandS.B.Magee,`IncomeandPriceElastlcltlesinInternationalTfade/Reviewof
Economic:andStatistics,1969参 照
しかし,こ こで注意 しなければならないのは,両 者の研究においては輸出のTimetrendが明示的にみと
め られていない ことである。 したがって所得弾力性のなかへ,す べての変化,たとえぽ新 しい合成原・材料の
販売高の増加等を反映す るにすぎないよ うなすべての変化,を 押 しこんでいる。新 しい製品が世界的市場で
い っそ うよ く売れる,つ まり輸出できるとい うことはできるか もしれないが,い わゆ る所得弾力性に注意を
むけるな らば,両 者のい う新 しい製品は高い所得弾力性を享受 しているというべきである。
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一 「」
〔V〕
技術革新が他の要因か ら独立 して貿易の原因を創造する関係のエ ソセ ンスは,単 純な形で示すこと
ω
がで き る。
大企業が競 争的市場において生 き残 ってゆ くためには,通 常は,バ ランスのとれた販売経路のセ ッ
トを もつ よ、うに プランす る。 過 去に おいて良好 な収益 のあ る販売経 路 にあ った一部 の製品 は,時 間 の
経過に したが って,主 要費川を超 えるマージンをかろ うじて取得す る程度になってゆ くと,消滅 しは
じめ るであ ろ う。 また 他の一部 の製品 は ピー クにあ るであ ろ う。それ は・競争が まだ ほ とん.どお こっ
ていない市 場 において 巨額 な 準地 代(quasi-rents)をもた らすので あ る。けれ ども,次 第 次第に,こ
れ らのピークにあ る製品 の 販売者は限界収益業者 の 境界に追いや られることになって しまうであろ
う。そ して,第311の 局面 として,将 来の利潤の期待を維持す るためには新 しい製品が開発されて
くる。全体のプロセスか らみれば,一 定の大きな利潤をステ イデイに保証する状態を絶えず維持 して
ゆ くことは,細 しい製 品 の継 続的 な開発 と創造 を意味 す る。 した が って,こ の こ とは,.ステ イデイな
(2)
新製品の成長 とそれを実現すべき技術革新が継続することにな るであろう。
.ところで,新 製 品は無秩 序 に出現 して くる ものでは ないであ ろ う。 た しかた,急 速 に成 長 してゆ く
'国 内市場は巨大企業をつ よくひ きつけ るであろ う。そ して,顧 客と生産者のあいだに補完関係が形成
され るであ ろ う。 これ は技術進 歩 の一 つの フ ィー ド・バ ヅクである。 た とえば コ ンピューター産 業に
おいて 見 られ るソフ ト ・ウ エア ー とハ ー ド ・ウ ェア7が 組み 合わ さって開発 された例 であ る。 この ホ
うに,技 術革新の継続的に発生す る相関関係は,、化学加工工場や設備 の 着想 や 建設,あ るいは合成
原 ・材料 の生産と開発の ように,相 互に急速に追随 し合いなが ら出現する傾向と性質を もってい る。
集 中的 な研究 ・開発 投 資(R&Dinvestment)は,市場や特殊 化 された生 産要 素 の 投入や蓄積 さ
れた経験が存在 している経済的空間において,新 しい製品の開発や創造を強化 し加速化 してゆ くであ
ろ う。
さて,技 術革新の先導者の最初の努力や関心は,ま ずその国内市場にあ り,そ こで確固たる地位が
え ら樋 までは海外暢 を 瞠 すものではないであろ う.しか し ・のことも欄 触 ものであ り・
貿易障壁がいっそ う低 くな り緩和され る場合や,い っそ う自由化が促進 され る場合その他を通 じて,
'
ここでい5「国内市場」の意味は変化す るものといわなければな らない。や がてこの先導者が本格的な
生産 に と りか か る とまもな く,「規模 の経 済」を規定す る要因 は,製品 の 余分 のはけ 口(extra・outlet)を
求め るようになるであろ う。た しかに,技術革:新がおこなわれ る国内市場において,巨大な生産単位が
きわめて支配的であるため,新しい合成原 ・材料の生産に使用され る工場設備の規模 と,この生産物が
(3;
諸国に成功的に導入され るデータとのあいだには強い相関関係が見出され ることが指摘 されてい る。
しか し,「技術 ヤ ップ」 を 「規模 の経済」 か ら区ガllして明確 にす るため には,こ れ らの点 も 含 めて さ
らに基礎的な観点から考察されなければならない。.
ここでは,輸 出と技術革新 との関連について,つ ぎの三つの問題点ない しは可能{生をとりあげ るこ
一74一 ・
国際投 資活動 と技術要:四一
とにしよ う。それは,第 一は,輸 入国の国内生産者の対応である。かれ らは他の国か らの輸出品の流
入によって市場や利潤を失 うことを恐れてお り,最初の技術革新を模倣 しようとした り・これに退陣
しょうとす るであろう(4)〇二は,最 初の技術鞠 の鱒 者(蝶)が 轍 相手国に測 る1納`匪 者
に各種の ライセンスを与える場合である。第三は,最 初の技術革新の先導者(企 業)が 輸入相手国内
に工場その他の活動拠点を建設する場合であ る。
{5}
実際は,こ れ らの三 つ の タイプの可能性 の組合せが試み られ るとい て よい。 コンピ ュー ター産 業や
(6)
化学加工段飾 の製造産業 の多 くの ケースが これ らの場 合にあげ られ る。 しか し,た とえば ノ ック ・タ
"
ウソ方 式(knock-dow皿)がこれ らの場 合 の典型的 な タイプであ ることが証 明され れば ・以上 の産業 の
殉
例が果 して決定的なものであるかどうかは断定できないであろ う。技術革新の模倣のための努力 も成
功的な場合もあればそ うでな く徒労に終 る場合もあることを考慮 しなければな らない。 したが って,
巨額のR&D支 出(研 究 ・開発支出)も,特 殊な場合には成功的な結果を生む保証はない といわなけ
ればな らない。 まだ ライセ ンスを購入す る努力 も失敗す るこ'とがあ るであろ う。 なぜな らば,最 初 の
技術革新の先導者(企 業)は 取引において公平な利益を欲するためである。実際問題と しては,ラ イ
セ ソシγグは,一種の相互 にバ ック ・ス ク ラッチす る ような基礎的条 件に よ1って,競争者 カミすで に強 力
{7).
に設定 さて・てい る諸国の企業 のあいだで は,・非 常 に有利 な道 筋 とな ってい るの であ る。 したが って,
起りうる可能的な結果は技術革新 の先導者(企業)による海外投資である。かれ らは海外市場に自分自
身の工場設備の ような生産の拠点 もしくは経営の拠点を子会社と して設立するであろう。 このよ.うな
動向が始まると,まず,いっそ う立場の弱い同業者の立場か ら見れば,輸 入の流れが停止す るよ うにな.
るで あろ う。け れ ど も,'それ にかわ るい っそ う強力な競 争者が 国内に出現す ることにな るの であ る。
そ してまた資金の流入が発生する場合もあるであろう。さ らに,現 在の資本にたいす る果実 と しての
利潤の流出が将来に予定 さ才しるであろ う。
相互に関連 したつ ぎの一連の技術革新が発生す る場合には,最 初の技術革新の先導者は,そ の木国
の工場 と全 く同 じような方法で海外の子外社をとり扱 うであろ う。そ して本国ではその結果お こる撹
乱を回避す ることが で きるのであ る。
こ うして,'技術革新 の プ ロセスは以'トの よ うな:結果 の どれか一つ を うみ出す こ とにな る。
ω.輸 出 の コ ン ス ス タ ン トな 流れ 。
{2}後続(発)国 に よるお こ りうる模倣。
(3}ライセ ンシングの供与6
一」
㈲ 技術革新の先導者(企 業)に よる直接の海外子会社の設立。
,
けれ ども,問 題は以上 の ことだけにつ きる ものではない。
いま一一定の技術が与え られたものとすればジ・も し低賃金労働がきわめて非能率的ではな恥よう・な状
態であるとすれば,生 産費は,た とえば アメ リヅノよ りも賃 金の低い国に おいては,低 くな る で あ ろ
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う。一定の技術によって,そ して,と くにそのような技術が海外子外社の管理を通 じて成功的に改良
できるな らば,ア メリカの技術革新 の先導者にとっては,国 内で生産す るよりも,海外で生産す るこ
とのほうがつねにやす くなるといえる。なぜな ら,効率的な賃金は各国において用い られている現在
の平均的な技術に よって規定され,し か も,平均 して,こ れ らの技術の水準は先進国つま り技術革新
の活発におこなわれる国よりも,後続発展途上国ない しは低開発国においては,い っそ う低い水準に
あるか らである。 したがって,技 術革新が継続 して波及 してゆ くプロセスは,低 い賃金が絶対的な有
利性を与える発展途上国や低開発国が,い わば昨 日の技術で生産物 を生産する仕事をと り去って しま
うことにな るので あ る。
以上 の ことは合成 原 ・材料 の ケースについ て顕 著 であ る。(た だ しこの場合 では,低 い賃金 に よる
生産と貿易は世界の総貿易量においてはきわめて小 さな割合にす ぎない。)また同様のζとは,電 子工
業,化 学加工工業設 備 の建設 や コンピ ュータ ーの場 合に も妥 当す る。 これ らのす べ ての ケースにお い
ては生産におけ る高度の複雑な技術体系は,十 分に熟練 した労働力をもつことができない低開発段階
」
の国あるいは低賃金の国にさらにいっそ うの不利益をもた らすのである。
亀
それにもかかわ らず,地 域市場の魅力がきわめて強力であ るところ,ま た関税障壁が高 く,あ るい
はそれを突破す るのには厄介な ところに,技 術革新企業は海外の製造工場を設置 しよ うとす る。そ こ
では,通常は,低い賃金を利用することができるであろ う。あ るいは必要な原・材料についても同様であ
る。そ して,本 国の工場がひきつづいて技術革新のプロセスにあ るときでさえも,こ の海外の製造工
場を主要製品にたいする十分に成熟 した世界的な需要に対処することができるようにするのである。
ここで注意 され ることは,以 上 の ことが ヘ タ シヤ ーーオ ー リソの分 析が対 象 とす るモデル か らは 非
常にちがっていることである。そ こでは財貨の貿易は生産諸要因の貿易にかわるものであった。この
場合の原動力 となるものは,い わば知識の発生すなわち技術革新 の割合が,現 在では国際的にちが っ
ているこどであ る。そ してこの知識ない しは技術革新は,経 済の基本的な投資率 と結びついているの
である。 この点 も国際的にはちが っているとみてよいであろ う。その結果,貿 易の流れ,支 払いの流
れ,あ るいは長期資本の流れは,国 際的にちが うこの知識の発生すなわち技術革新の楳本的なちがい
のパ ター ンに対応 してい るとい うことにな る。 こ うして,原 動力 としての技術革 新 を生 み出す もの と
($1
しての各種 のR&D支 出(研 究 ・開発支 出)の 重 要性 が強調 され てい る。
けれども,また一方では詳細なデータの検討によれば,こ のR&D支 出は特定の産業,た とえば化
学加工工場の建設等の成功とつねに必ず しも密接に結びついてい るものではない,と い うことも指摘
(s〕
ざれている。それゆえ,知 識ない しは技術革新のもつ重要性 を理解 し認識 しなければな らないと して
も,技 術革新の原因とその結果 とを くらべた場合,原 因 よりもむ しろその結果について,も っと多 く
の ものを知 るべ きであ る とい うことが,こ の場 合には,公 平 な見方 であ ろ う。 .
このような観点か ら,国際貿易取引における資本一技術集約的財貨と労働集約的財貨の輸 出と輸入
の実態面の動向 と分析にたい して,以 上の考察がどのようなかかわ りを持つか,と い うことに触れて
お こ うポ
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{1}以下 の所 論は主 としてG.C.H舷fbauerの低賃金貿易(Low-wageTrade)について の説 明と,R.Vernon
の プロダク ト ・ライフ ・サ イ クルお よび 国際投資の流れにつ いての説 明に よってい る。
121た と え ばR・binM…i・,Th・E・ ・…i…fM・n・g・ ・i・is・pi・・1i・m,Macmil1・n・1964S・Ku呂netsl
EconomicChage,W.W.NQrtQn,N.Y.1953都留重人編「資本 主義 の再検討」等 や最 近の経営学関 係の動 向
をとりあつかったテキス ト・ブックのなかに もこの ような見解が肯定的にあるいは批判的に展開 されている。
〔31G.C,Hufbauer,OP・c呈 し
叫 マ クロ的 な分析においては,技 術革新 の コンス タン トな流 れは,コ ンス タン トな レベル の輸出,平 均的な
f模倣のお くれ」(imitat董Onlag)に依 存す る輸出の コンス タン トな比 率を維持す る ことも要求 され る。
(5}H.G.J・h・… は さ らに第4翻 の磐 スを指示 してい る・ それ}ま最 初の技解 新のk・・w・h・wが綱 的
に 自 由 財(freegood)にな る 場 合 で あ る 。H.G.Johnson,ComparativeCGstandCommercialPolicyfor
Deve1。pi。gW。fldE,・n・my,Wi・k・ellLect・ref・・1968,(Al・q・i・t&W;・k・ell,Si・・kh 1m)参照 ・ な
おHufbauerも こ の よ う な 若 干 の 例 証 を あ げ て は い る(G.C.Hufbaure,op.cit・・P89)。け れ ど も・ こ れ ら
のケースは長期的な時間を必要 とす るであろう。
E6.C.Freemanandassociates;oP・ciし
〔71G.C.Hufbauer,op.Clt.p90.
18R.Vemon,OP.cit.
(91C,Freemanandassociates,oP・cit・
〔w〕
資本一技術集約的な生産物 と労働集約的な生産物 との交易について,貿 易ない しは海外資本投資と
の関係を考察す る場 合,さ しあた って,ア メ リカの輸 艮1と輸入 の実 態的な分析 をお こなった レナ ソテ ィ
エフ(W.W.Leontief)の研究 が手がか りにな る。 レオ ソテ ィエ フは アメ リカの場合を分析 して,ア
メリカ合衆国の輸出がその輸入とくらべ て,い っそ う労働集約的な生産物であることを実証的にあき
らかに した縢 本麓 富であ り,しカ・轍 術水戦 きわめ稿 いア・ リカの輸出力㍉資木一技繊 約的
な工業生産物ではな くて,労 働集約的な生産物(農 産物その他を含む)で あることは,一 種のパラ ド
ックス で あ る よ うに み え る。 い わ ゆ る 「レエ オ ソテ ィエ フ逆 説 」(TheLeontiefParadox)であ る。
この考え方につ いて多 くの見解が あるが,た とえば,ア メ リカの労働は外 国の労 働 と くらべ てい っ
そ う熟練 しており,したがっていっそ う資本集約的であ り,この熟練 した資本集約的な労働}こよって
(2)
アメ リカか ら輸 出 され る生 産物 を生 産 して いる とい うこ とが主張 され ている。 しか し,こ の よ うな見
(3)
方は,国 際取引の分野における生産要因の増加傾向があきらかにされてくると一つの壁にぶつかる。
このような要因は,相 対的にはそれぞれ の段階で,資 本一技術集約的なものもあれぽ労働集約的な も
のもあ り,また熟練度の高いものもあるか らであ る。 しか し一般的な傾向として・使用される生産諸
要因がますます多 くなればなるほど,貿 易取引される財貨の うちで資本一技術集約な財貨が ます ます
多 くな る,と 説 明す る ことが可能 とな るで あろ う。
そ うで ある とすれば,も っ と熟練 した経 営(manegement)を利 用す るとい う ・一般的 な項 目のなか
に技術変化ない し技術革新 とい う要因を含めることができるであろ う。その場合には・各種の生産要
・o.●600● ■ ■ ■ ■,■ ■ ・ ・...
囚の配在が賜 の説獺Flと なるのと1同じようk,急速な技術変化に よっ錦 芋徴づけ られ る財貨の貿
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易の場合においても同様であろ う。けれ どもこのことが効果的な説明であるか どうかはなお検討を要
す る。
(峯}
この点 につ い℃ ヴプー ノン(R.Vernon)はつ ぎの よ うな別 の説明を与 え る。つ まり,高 級 な財
貨 め貿易取引が製品製造の標準化が典型的に進展する以前の初期の段階に発生する。.し1た参?て,財
貨が,結 局は本格的に資本集約的になるであろ うとはいって も,それには まだ多少の時間がかか る,
とい うことにな る。けれ ども,泰 実 と しては標準化 され た生 産の開始 され る以前 に,多 くのアメ リカ
か らめ輸出を期待す るようなヴァーノソ自身のこの説明0)なかには,そ れ以上多 くめ理 由が見出され
.ないので,こ の ヴ ァーノ ンの考 え方では不十分 であ る。 なお また,主 と して ヴァ.一ノ ソの説 明は,標
準化 され ては い為けれ ども,し か しアメ リカの資本集約的 な技術に よる生 産に よってジ アメ リ'カの子
会社が海外で生産 した高級な技術を必要とする生産物のアメリカへの輸入が結果 としては お こ ウ う
る,と い うことを期待す るようにみちび くかも しれない。 この点は相手国内における製品標準化,そ
の製、品のもとの技術革新国への逆輸入である。 これは,製 品にたいする技術革新の波及過程を通 して
企業 自体の活動が国際化 してゆ く一つのタイプである。
● ● ●o
さらに,つ ぎのように考えることができよう。たとえ,平 均 して生産物が先進工業国において労働
集約的にみえるとしても,こ のことは,平 均的な労働の集約的な性格が,急 速な技術革新が導入され
● ● ● ● ■ ●
つ つあ る急激 な変 動期 にお いては,限 界に おいて比 較優位 あ るいは比較不 利(comparativeadvantage
OF』disadvantage)を表 わ す で あ ろ うと い うこ とを 必 ず しも示 す とは い え な い 。
この ようにみれば,通 常は,先 進工業国は労働の集約性が高い領域において,組 織的に技術革新を
b
推 し進め よ うとす 翫 技術革新 に よる最大 の見返え りが見出 され るのは この分 野で ある6』・その結果,'
外国業者(企 業)一 相対的に先進工業国における企業 とみてよい一 ぽ昨 日の製品を全 く高級な製
品,し たがって資本集約的な製品に押 しもどすことになる。それゆえ,平 均的なまた眼界的なアメ リ
● ■ ■ ・ ●.
カへの輸入品は適度に資本集約的な製品となるであろ う。 しか し,アメ リカか らの輸出品 に う い て
は}向 い労働集約性をもつ各種の産業ゐグループの周辺か ら輸出品が選ばれ ることたなるであろ う。
しか し,これ らの輸出品は最近の技術革新に よって開発された製品か ら構成 され るように な っ て き
た。 これ らの製品は労働 の占め る割合は低 く,しかも投入…産出表におけるその重要性は,'比較的に
古 くいっそ う特殊{生をもつ ものではあるけれ ども,産業(企 業)ダ ル鵡プの うちめ非貿易商品たよら
て,圧:倒 され てい る。 こ の こ とは興 味 の あ る傾 向 とい え る が,エ レク トロニ クス,コ ンピ ュー タ・一 ジ
合成原 」材料等の輸出について明確に説明す ることは必ず しも℃きない。けれ ども,こ の傾向が継続
してゆけば,お そ らくレエオ ンテ'ガエ フの分 析 した結 果は将来 におけ る貿易 には,も はや 妥当す る と
はいえな くなるのではないか?
{1}W.W.Leontief`DomesticProductionandForeighTrack:層TheAmericanCai⊃ilalPositionRe・
examined,".Economiclnternazionale・1954・お よ び`.factor,ProportionsandtheStructure'01American
T・・d・,F・rte・・The・ ・etica1・nd.Emphi・alA・ ・1y箪i・～Revi・w・fE・g・ ・micsa・dSt・ti・tics・N・v・1956・罵
参照.返 おこのレsテSフ 逆謝 ごつU・ては,た とxぽ松原光 ・・曝 六典隈 編r国 際翻 字入内」'機1規
1%6,51ぺ∴ジ以下および拙稿 「低開発国 の 貿易動向について』 アジア地域 の 場合一 」動大商学論叢
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Vo1.4アN・.4等 ・参 照 。
!2)P.B.K一,・N・ …e,C・pit・1・ndT・ad・'J・um・1・fP・h・1・a1E・・n・my・1%5参 臨
〔3)サ ・・。 エ ル 〃(P.A.S・m・e1…)は ・ の 勲 ・・ち は や く指 摘 し て い る ・RA・S-1・ ・n・`lns・m・ti…置
T,ad。andth,Eq。 、1isati・n・fl'act・・P・ICE・,'E・・n・mi・J・um・11948参 照至・
〔4)R.Vernon,op.clt,PP・201-2参 照 。
〔w〕'一 艶
国際的な経済交流は,国 民経済を単位 として多種多様のチャネルを通 じて結び合わされているので
あり,鎚 工業国における縁 ざまの優位{生のうちで知識や技術鞠 は膣 の先導考(企業)極 じ
て国境を越えて進展 し波及 してゆ く。 これ 励 ミ海外投資と して具体化されてゆ く場合・受入れ国の姻
家の翻 的な利益とい瑚 筋 らは・新樹髄 もち継 した雌 工業国からの海外鮮 の流入は・そ
9
の麟 活動な り技術の流入の結果生み(,1され る実質所得の増加が・その揮資者(国 附 企 業.と穂
す ことがで き る)の 所 得の最終的 増加分 よ りも大 きい,・とい うことが保証 され期待 され るときに,こ
の流入は促進されるであろう。.したが って,も し海外投資等によって(受 入れ)'国内の産出高に付け「 「5
加商 れる働 甑 その顕 実行考が手に入泌 繰 り・も太き帥 壱ゴ・受入れ側の社会的収益は私的
収益を超過する,と 考えてよ諜 肺 ども,・このことを もつ砺 蝦 資瀬 柾 当視できる卵 スは
かぎられた領域にす ぎないであろ う。端的にいって,以 上のよう'な考え方は1海 外投資や海外年準技
術の流入や導入が,受 け入れ国や地域の各種のセクターや副次的なグループ7し ば しばインフラス
トラクチ ャーとして一括され るものを含めて一 にたい して与える多様な効果を,必 ず しも十分 に精
確に鯛 するものとはいえな・・であろう。雑 題の酬 投資が受け隅 たとえ醗 展途姻 に昇
るインパク トは波及効果 と逆流効果をともないつ?,し ば しば逆流効果のみ強 く働 く傾向 も現実的な
ものとなっている{z)oLたがって,技 術鞠 に よる新製品の醗 と輸憶 い しは・の燵 技術その もの
の海外投櫛 ・カニズムも,本国におけるこの新製品の醗 一聯 化一海クト瀦 一輸雌 の腸 の独
占一受け入国の模倣一本国への逆輸出(本 国の輸入)一 本国でのいっそ うの技術革新そ して受入れ国
自体の新市場開拓一受入れ国自体の海外市場の開拓 と進出,の 系列はけっして単純なもの}セはないで
あろう。 このような リ1ルな側面は同時に金融的なマネタ リイな国際資本移動を含んでいる。それは
国際的企業の活動 ・経営資金の調達と運用である。 このような側面を含めてい っそ う包括的に考察 し
なけれ ばな らない。
また政策的にも,国際的な規模で技術革新や国際投資活動を推 し進め る企業か らみれば,そ の海外
活動はそのような投資における先進国の比較優位にもとず く知識一技術の全般的な普及の一断面であ
っても,他の相手側諸国によっておこなわれ る保護貿易主義に よっても刺激 され る性質のものであ
る。これ らの点も含めて企業活動の国際的な拡大については,さ らに,国 際経済構造の変化 と発展を
背景としていっそ う基礎的な観点か ら分析することが必要である。
ωG.M,Meier,LeadingIssuesinDevelopingEconomic:,Oxford7964PP・151-2・
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D,MacDougaH,`TheBenefitsandCostsofPrivateInvestmentfromAbroadlATheQretica且Ap.
proach,'EconomicRecord,March196C等の 主 張 を 参 照 。
②G・ ミュル ダール,小 原敬文士 訳 「経済闇発理論 と低開 発地域」(195ア)第2章・第3章 参照 。
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IchiroSakurai
圏
.
Onせhesupplyside,oneofthemostimportantandpowerfui亘factor:a「fectingtoeconomicpower
ofnations量atesisi是sLighlnv£stmentcapacity.
Thisinvestmentcanbe'div互dedinto(1)Reβnmentsintheproduct三 〇nofexlstingcommodities
andservice:,alsobyinclouδingothercountries;〈2)Thediscoverryanddevelopmentofnewor
..
radicaHyimprovedproducこs.
At轟rst,thispapersurveysthatw益a巨sthere且ationbetweenexportgrowthandgrowthinthe
grossnatio血al(domestic)productsrSomecountr董esweleexportbiased,otherswerenotso.But
thed三伍cultiesaboutthislineofapproacharethattherearemanyimportantdifference:between
,
innovatorsandfollower:andthatallinnovati重ionsareapttoexportbiased.
「
Anotherset.oftheories,most且ybasedOntheHekscher-Oh1孟nmodel,showedhowdifferentia璽
growthinfactorendowment:should董nnuencelntema巨onaltradebychangingthecomparative.cost
層,-
structure.
,Threeo量herargumentshavehadaconsiderablevoguelnpolicydiscussions.The石rstsuggests
thaらessentia塁1y,there韮snofunctionalre[ationshipbetweenthegrowthofgrossdomed量cproducts
andlhegrowthofexports,Thesecondargumentsuggeststhatanautonomousaccelera匙ioninexports
canleadtofastergrossdomesticproducts.↑heproblemistha吐exportgrowthdetermine:gross
.
domesticproductsgrowthPThelas吐onesuggeststhatgrossdomesI宝cproductsgrowthdetermines
exportgrowl}.
Thispaperhacanalysedthatinnovations,asatechnologicalfactor,inproductsorprocessescan
reallygenerateacauseofinternationaltradeindependentofallusualexplanations-factorendowments,
economiesofscale,market三mperfect量onsandsoon,'
Theinnovationhasmanystrongeffectsonthehomemarketandforeignmarket,soespec董ally .
theinnovatortakesadvantageofhisexportproducts.'
P
Someaspectsofthissurveyrelatestothe㌦eontiefParadox.,,Itgavesomecommentsonthis
paradox,withR,Vemon'sproducts1三fe.cycletheoryetc.
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